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　近隣商店街のアイデンティティは、利用者の抱く商店に対する認識の多様さから生まれていると考える。そこで、商

店の役割や価値および商店街固有の特性を明らかにする事を目的として、尾山台商栄会商店街を利用する近隣住民へ指

摘法実験を用いたアンケート調査を行った。その結果を、多様性を示す「エントロピー」を指標として分析し、店舗業種、

営業年数、事業形態が想起傾向と関係することを明らかにした。また、それらの考察から商店街固有の特性と商店街の

魅力についての知見を得た。
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1. 研究の背景と目的　　　　　　　　      

1.1 研究の背景

　日本の商店街は 1920 年代以降、零細小売店を組織化

し、規模の拡大と専門性の向上を図る狙いで形成されて

いった 1)。そのような商店街は「横の百貨店」２）と呼ばれ、

地域社会の生活を支える組織体として機能してきた。そ

の後、商店街の多くは交通機関の発達によって多様な商

品や娯楽を提供するようになり、それに応じて、近隣住

民に対する日用品の提供を行う地元に根付いた商店街と

しての近隣商店街が形成されていった。

　しかし、新 1) は 1970 年代以降のコンビニエンススト

アや大型スーパーマーケットの増加が商店街の衰退を引

き起こしたと述べており、また今野ら 3) は近隣商店街

における住宅化などの機能更新による影響を考察してい

る。このことからも、店舗構成の変化や機能更新が起き

ている現状がうかがえる。

　一方で近隣商店街は、曽根ら 4) の研究の中で「近隣商

店街での買い物は生活上必需であるばかりではなく、同

時に他人と交流する楽しみの機会にもなっている。」と

考察されている事からも、消費活動としての場だけでな

く、地域住民の様々な交流や活動の拠点であるといえる。

また、商店街は多様な商店や店主・店員、利用者によっ

て構成されており、近隣住民はこれらに対して様々な印

象やイメージを抱いている。そうした多様な認識が、そ

の商店街空間のアイデンティティを創出し、さらにその

空間の雰囲気や魅力を形成していると考えられる。

　つまり、商店のもつ特性と住民の抱いている認識の多

様性から、各商店の持つ役割や価値を把握することがで

き、さらにその商店街固有の特性を明らかにすることが

できると考える。

1.2 研究の目的

　本研究では、住民の商店に対する認識と各商店のもつ

特性との関係を多様性という観点から分析することで、

商店の役割や価値および、商店街固有の特性を明らかに

することを目的とする。

2. 研究概要　　　　  　　　　　　　　　　 

2.1 既存研究と本研究の位置づけ

　本研究に関連する研究として①近隣商店街の現状把

握や実態調査による商店街機能に関する研究や、②指摘

法実験を用いて人々の認識を把握する研究がある。

①商店街の現状把握と実態調査を行う研究

　坪井ら 5）は、アクセシビリティの容易さから高齢者

の日常生活に利便性を提供してきた横丁商店街を複数分

析し、それらの現状と特性を把握している。

　嶋田ら 6）は、強い個性と一定の活気を維持し続ける魚の

棚商店街を対象に、昭和35年頃から近年にかけての店舗空

間変容の実態と「居住の継続性」の関係を明らかにしている。

②指摘法実験による人々の認識に関する研究

　積田ら 7）は、都市空間を構成するエレメントが、人々

の印象に残るエレメントと密接な関わりを持っているこ

とに着目し、指摘実験法を用いてその特性や都市空間の

構造を明らかにしている。

　また濱本ら 8）の他の研究では、都市空間の人々の意

識の構成を定量的に明らかにしようとした研究もある。

　以上のように、近隣商店街の現状把握と実態調査を行

う研究がある一方で、人々の持つ認識や意識に関して追求

している研究も存在する。本研究では、近隣商店街の店舗

構成の変化や店舗情報に着目した商店特性の把握を行う。

さらに、指摘法実験を用いたアンケートによって住民の商

店に対する認識を把握する事で、近隣商店街の商店のもつ

役割や価値について考察する点において特徴的である。

2.2 研究方法

　本研究では、対象地の歴史や変遷および商店の変化傾

向を把握するため、区史による文献調査と住宅地図複数

年分 9) による店舗構成の変化、商店の移り変わりを調

査する。次に、対象地に並ぶ店舗の情報を把握するため、

店主へのヒアリング、目視調査、および住宅地図複数年

分を用いて業種、営業年数を把握する。また、住民の商

店に対する認識を把握するために、指摘法実験を用いた

アンケート調査を行う。さらにアンケートで商店街全体

に対する認識を抽出し、KJ 法による分析を行う。

住民の認識と商店特性からみる近隣商店街の魅力に関する研究
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表 3.1 イベント一覧

４月 スタンプラリー（商栄会・二葉会・振興会）

７月　 七夕イベント（合同）

サマーセール（商栄会）

盆踊り（商栄会）

サマーセール（振興会）

８月　 サマーナイトフェスティバル（振興会）

祭りだわっしょいセール（二葉会）

裏通りフェスティバル（隔年実施・東栄会）

10月 尾山台 de 大道芸（合同）

尾山台フェスティバル（商栄会）

ハロウィーンパレード（商栄会）

12月 クリスマスセール（商栄会）

歳末売り出し（振興会）

歳末セール（二葉会）

１月 もちつき大会（振興会）

4. 商店特性の把握　　　　  　　　　　　　 
4.1 商店情報の把握

　現在 (2014 年 7 月 ) の尾山台商栄会商店街における全

店舗の店舗業種を把握するため、現地においてヒアリン

グ調査と目視調査によって業種分類注 1）を行った。その

結果を図 4.1 に示す。また、全店舗の営業年数を把握す

るため、住宅地図およびヒアリング調査を行った。その

結果を図 4.2 に示す。

4.2 商店情報の把握

　1988 年に行われた商店街整備事業や 1992 年の大店舗

法の改正などの影響がみられる過去 30 年間の店舗業種

構成の変化を、住宅地図を用いて調査した。今回は、商

店街の大まかな変遷を追うために、1985 年、1999 年、

2014 年の三時点を取り上げ、それぞれにおいて商店街

の通りに面する一階の店舗業態を分類し、結果を図 4.3

に示した。

　

　

3. 対象地の選定　　　　  　　　　　　 　  
3.1 研究対象地の選定

　本研究では、近隣商店街において近隣住民がもつ商

店に対する認識を把握し、商店特性との関係を追う必

要がある。そのため、商店街の主な利用者が近隣の住

民であり、多様な商店が並び、イベントや活動が活発

に行われている商店街として、東京都世田谷区の尾山

台商栄会商店街を対象地として選定した。　

3.2 対象地概要

　対象地である尾山台商栄会商店街は、図 3.1 に示すよ

うに、世田谷区尾山台 3 丁目と等々力 2 丁目の境界に

位置し、東急大井町線尾山台駅から環状八号線までの

約 365m、140 店舗が建ち並ぶ商店街である。尾山台商

栄会商店街に隣接する地区（尾山台 2、3丁目、等々力 1、

2丁目）の人口は、10,869 人（平成 27 年 1 月 1 日現在）

である 10)。商店街を含めた周辺の建物用途を図 3.2 に

示した。商店街は主に住商併用建物、商店街の周辺は

独立住宅と集合住宅によって構成されている。

　尾山台商栄会商店街では、通年を通して周辺の商店街

と共同で多くのイベントが行われている。尾山台駅周

辺商店街マップからまとめたイベント一覧を表 3.1 に

示した。

図 3.1 世田谷区概要（出典：東京都都市計画 GIS データ 加筆）

図 3.2 対象地周辺の建物用途（出典：東京都都市計画 GIS データ 加筆）
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図 3.3 商店街マップ

図 4.3 店舗業態の変化

図 4.2 業種別の営業年数割合

図 4.1 業種分類
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5. 予備調査と仮説　　　　  　　　　　　　 
5.1 予備調査概要

　2014 年 10 月 19 日に対象地で毎年 10 月に行われる尾

山台フェスティバルにおいて、来訪していた一般の方

17 名を対象に街頭インタビューを行った。店舗立地と

商店名を記載した商店街一覧を被験者に示し、商店に対

して想起された内容を記入した。

5.2 予備調査の結果

　商店に対する認識内容を、店舗の空間体験、店主・店員、

利用方法・動機、商品・サービス、店舗のイメージ、そ

の他の 6つの想起対象に分類し、集計した。それらを色

分けし、商店街一覧にプロットしたものを図 5.1 に示す。

5.3 想起傾向に関する仮説

　予備調査の結果から、被験者の店舗に対する記述内容

を６つの対象に分類する事ができた。また、それらの想

起の分類と店舗の関係を図示した結果、店舗によって特

徴的であることがわかった ( 図 5.1)。つまり、偏った

想起が集まる店舗（集中型店舗）と多様な想起が集まる

店舗（多様型店舗）がみられる。具体的には、「31 アイ

スクリーム」は様々な想起がされている多様型店舗であ

る。フランチャイズ経営の飲食店である「31 アイスク

リーム」は、営業年数も 30 年以上と長く、そうした多

様な想起が起きたと考えられる。逆に集中型店舗である

「丸山珈琲」は東京初出店のチェーンの飲食店で、出店

してから 3年以下であるため、商品・サービスへの想起

が集中したと考えられる。また、「オーボンビュータン」

は個人経営で 31 年以上営業している最寄品店で、比較

的多様な想起がされているが、「31 アイスクリーム」と

比べると想起の偏りが見られる。これらの結果から、営

業年数や事業形態、店舗業種によって想起の傾向が異な

るのではないかと考えられる。さらに、被験者の居住歴

や年齢などの属性と想起された店舗との関係性も重要だ

と考える。例えば、様々な年齢の被験者から想起されて

いる店舗は、多様な住民に認識されている店舗と言える。

つまり、想起の傾向や想起した被験者属性を店舗ごとに

見ていくことで、尾山台商栄会商店街における各商店の

役割や価値を見い出すことができると考える。

6. アンケート調査　　　　  　　　　　　　 
6.1 アンケート調査方法

　本研究では、商店の特性と住民のもつ商店に対する認

識を把握する必要がある。近隣住民のもつ商店に対する

認識を大量に抽出する方法として、対象地周辺地域に対

しての指摘法実験を用いたアンケート調査を行った。

　

6.2 質問項目

　予備調査の結果を踏まえて本調査の質問項目を以下の

ように設定した。

1）商店に対する認識

　尾山台商栄会商店街の店舗の名前と位置を載せた一覧

を被験者に提示し、印象や認識を自由に記入してもらった。

2）回答者属性と利用実態

　回答者の属性（性別・職業・年齢・居住歴・住所 )、

商店街への来訪手段、利用頻度を尋ねた。

3) 商店街全体に関する認識

　尾山台商栄会商店街全体の印象やイメージを抽出する

ため、以下の三つの自由記述欄を設けた。

・一年の中でどの時期のどんな尾山台商店街が好きか

・昔の尾山台商店街について思い出すことはなにか

・あなたにとって尾山台商店街とはどのような存在か

6.3 アンケート概要

　アンケート配布は 2014 年 11 月 21 日にポスティング

形式で 1000 部、商店街の商店を通して 500 部の計 1500

部を配布した。ポスティングを行った範囲を図 6.1 に示

す。回答数は 168部 (回収率 11.2%) であった。
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図 5.1 店舗ごとの想起傾向に関する予備調査結果

図 6.1 ポスティングによるアンケート配布範囲
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(2) 想起対象と想起内容

　想起対象と想起内容についての集計結果を図 6.2、図

6.3 に示す。
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7. 想起の多様性に着目した分析　　　　  　 
7.1 分析方法

　本研究では、想起の多様性を定量的に示し、商店の特

性との関係を分析することを試みる。そのため、多様性

の指標にエントロピーを用いた。エントロピーとは乱雑

さの指標で、−∑ pi*log2pi で表される。ここで言う pi

とは、各店舗に想起された想起対象と想起内容の割合の

ことである。つまり、様々な想起がなされている場合

は、エントロピーは大きくなり、逆に偏った想起がなさ

図 6.2 想起対象の単純集計　 　図 6.3 想起内容の単純集計

図 7.1 想起エントロピーと想起数

6.4 想起内容のデータ化

　アンケート調査によって得られた商店に対する記述内

容は、表 6.1 で示す種別をもとにラベルをつけてデータ

化する。各記述内容に対して想起対象と想起内容を組み

合わせたラベルを付加した。一人の回答者が一つの店舗

に対して複数想起している場合は、一店舗に対して二種

類のラベルを付加する。

6.5 調査結果

　アンケートから得られた (1) 回答者属性と利用実態、

(2) 想起対象と想起内容の集計結果を以下に示す。

(1) 回答者属性と利用実態

　回答者属性と利用実態についての集計結果を表 6.2 に

示す。

表 6.1 想起対象と想起内容の種別

a 商品・サービス 1 利用

b 店主・店員 2 状況

c 店舗空間 3 経験

d 店舗立地 4 評価

e 店全体 5 イメージ

f その他 6 要望

7 回想

対象 内容

男 女 児童 自営 会社 主婦 バイト 無職 0-12 13-22 23-39 40-59 60-75 76-

38 130 0 12 38 87 9 23 0 1 22 76 41 28

性別 職業 年齢

5年未満 5−10 11−20 21-30 31-40 41年以上 徒歩 自転車 車 バイク バス

23 23 34 28 17 43 158 40 5 3 0

居住歴 来訪手段

毎日 週2.3 月2.3 年数回 等々力1丁目 等々力2丁目 尾山台2丁目 尾山台3丁目 その他

92 61 15 0 34 36 26 52 20

住所利用頻度

表 6.2 回答者属性と利用実態の集計結果

れている場合は、エントロピーが小さくなる。また、想

起している被験者属性にも同様の指標を用いることがで

き、より様々な属性から想起されている場合は、エント

ロピーは大きくなり、逆に偏った属性にだけ想起される

場合は、エントロピーが小さくなる。今回は、回答者属

性から得られた年齢項目を用いて年齢エントロピーを算

出した。

7.2 商店に対する想起の多様性に関する分析

　店舗ごとに営業年数、事業形態、店舗業種などによる

想起や被験者属性の傾向の違いを分析し、多様性という

観点からみた尾山台商栄会商店街の特性を把握した。分

析項目として、(1) 想起エントロピーと想起数の関係、

(2) 想起エントロピーと年齢エントロピーの関係の 2 項

目ある。各項目に対しての分析結果を以下に述べる。

(1) 想起エントロピーと想起数の関係

　各商店の価値や役割、商店街の特性把握の為に、想起

エントロピーと想起数の関係を①業種別、②詳細な業種

別、③商店の経営年数別、④事業形態別の四項目で以下

に示す。

①業種別の傾向

　図 7.1 に、想起エントロピーと想起数の関係を業種別

に示す。ここで言う想起数とは、被験者がある一店舗に

対して想起した総数であるため、想起数が大きい店舗は、

印象も強い店舗と言える。図 7.1 から、最寄品店は想起

数に関係なく想起エントロピーが大きい。このことから、

最寄品店は印象の強さに寄らず、住民に多様な想起を与

えていると言える。また、飲食店と買回り品店は想起数

が大きくなるにつれて想起エントロピーも大きくなって

いる。このことから、飲食店、買回り品店のうち、印象

の強い店舗は、同時に多様な想起を住民に与えていると

考えられる。サービス店とその他の店舗は、想起数、想

起エントロピーともに低い位置に集中している。
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図 7.3　想起エントロピーと想起数（営業年数別）

③営業年数別

　商店の営業年数別の想起エントロピーと想起数の関係

を図 7.3 に示す。営業年数別でみると、買回り品店は営

業年数が 21 年以上の店舗が上位にきている。逆に、飲

食店では、3年以下と営業年数の短い店舗が上位にきて

いる。買回り品店のほとんどは、日常の生活に密着した

物を販売し、一定の信頼や安心が求められる。そのため、

営業年数が想起の傾向に影響していると考えられる。逆

に飲食店の場合、評判や評価に因るところが大きく、営

業年数に因る部分は少ないと言える。

(2) 被験者属性と想起エントロピーの関係

　業種別の想起エントロピーと、年齢および居住歴エン

トロピーの関係を図 7.5、図 7.6 に示す。これらの結果

から、想起エントロピーと年齢エントロピーおよび居住

歴エントロピーは相関していると言える。また、業種別

に見ていくと、最寄品店が高い位置に集中していること

がわかる。このことから、居住歴に関係なく多様な世代

に多様な想起を与えていると言える。
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図 7.6　居住歴エントロピーと想起エントロピー

図 7.7　想起数

図 7.8　想起エントロピー

7.4 店舗立地に関する分析

　想起の多様性と商店街空間の関係を把握するため、

GIS を用いて商店街空間に各店舗の想起数および、想起

エントロピーを重ね合わせた。商店街空間と想起数お

よび想起エントロピーの関係を図 7.7、図 7.8 に示す。 

　店舗立地による想起傾向の違いが見られなかったこと

から、想起の多様性は商店街全体で起きていると言える。

このことから、尾山台商栄会商店街はその通りが一つの

まとまりとして機能していると考えられる。

図 7.2　想起エントロピーと想起数（詳細業種別）
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②詳細業種別

　業種ごとに、さらに詳細な種別による傾向分析を行っ

たものを図 7.2 に示す。これらの結果から、買回り品店、

サービス店、その他において、婦人服・美容院・病院な

どの同業種の多い店舗は、想起数、想起エントロピーと

もに低い値であることがわかる。逆に最寄品店は、同業

種の数が少なく想起の多様性を引き上げる要因になって

いると考えられる。

7.3 分析結果の考察

　分析結果からの考察を以下に示す。

・最寄品店は、様々な利用者に多様な想起を生み出して

いる業種として価値のある商店であると言える。

・飲食店は、印象の強さに想起の傾向は依存していると

言える。そのため、印象の強い商店は営業年数に関わら

ず想起の多様性を生む働きがあると考えられる。また、

チェーン店には強い印象が残るということがわかる。

・同業種が多い店舗の想起数、想起エントロピーが低い

ことから、同業種の多い商店は印象の強さ、想起の多様

性ともに引き下げる要因になると考えられる。

・サービス店とその他は、年齢の多様性が想起の多様性

に比べ高い値を示していることから、幅広い利用者に認

識されている商店と言える。
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図 7.5　年齢エントロピーと想起エントロピー

④事業形態別

　想起エントロピーの高い店舗における想起エントロ

ピーと想起数の関係を事業形態別に示したものを図 7.4

に示す。飲食店に着目すると、個人営業の店舗は想起数

が少なく、チェーン店の店舗は想起数が大きい。
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図 7.4　想起エントロピーと想起数（事業形態別）

　通常、チェーン店はサービス内容や外観に統一感のあ

る店舗が多数存在するため、他の店舗での印象や経験が

が今回の想起数に加算されたと考えられる。
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＜注釈＞

注 1) 買回り品店、最寄品店、飲食店、サービス店、その他の 6つに分

類した。買回り品とは、品質・価格などを顧客が十分に比較検討して買

い求める商品を言う。また、最寄品とは、消費者が品質・価格をあまり

比較せず、最寄の店で買うことが多い用品を言う。業種分類については

以下の表をもとに行った。
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　本研究は、商店の特性把握と指摘法実験を用いたアン

ケート調査による住民の商店に対する認識の把握から、

商店の役割や価値を明らかにすることを目的としたもの

である。予備調査の結果において得られた仮説から、想

起の多様性に着目し、エントロピーという指標を用いて

分析することで、各商店に対する想起傾向の違いを明ら

かにした。その結果、以下のような結論を得た。

・想起エントロピー、年齢エントロピー、想起数の三つ 

7.5 KJ 法による住民の商店街に対する意識構造の把握

　住民が商店街全体に対してどのような認識をもってい

るのかを把握する為に、アンケートに設けた自由記述欄

の回答を、KJ 法によって分類し、表 7.1 に示した。

　商店街でのイベントが季節と商店街の活気を住民に感

じさせる要素であることから、イベントはその土地の個

性を生み出している要因の一つであると言える。過去の

項目については、回想される過去の店舗に八百屋や豆腐

屋、魚屋などの最寄品店が回想されていることから、多

様な想起を与える最寄品店は、住民の記憶に残る店舗で

あると考える。逆に飲食店は回想されている店舗はなく、

住民の記憶に残っていない。最後に、存在の項目につい

ては、尾山台商栄会商店街を「生活の一部」と位置づけ

ていることから、商店と住民の関係性は深いことがうかが

える。また、「心理的好影響」としての働きも見られ、ただ

買い物をするだけではない商店街の魅力があると言える。

一年の中でどの時期のどんなハッピーロード尾山台商店街が好きですか

昔のハッピーロード尾山台商店街について思い出すことは何ですか

あなたにとってハッピーロード尾山台商店街とはどのような存在ですか

■ 一年中（10.5%）

■ 季節（19.2%）

■ 商店街イベント（56.4%）

■ 日常の一部（14.0%）

・イベント時期：尾山台フェスティバル・お餅つき・サマーフェス

・９月のお祭りの時期、活気がある。

・四季折々のイベント（七夕やお祭り、冬のイルミネーション等）

・特にどの時期というのはない

・四季ともによい

・通年、好感度は不変

・春や夏の街路樹の緑がきれいな時期が好きです。

・春、街路樹のコブシの花が咲くとき

・昔は秋のいちょう並木。現在は春のハナミズキ

・平日のお昼、ゆったりとした時間の流れる尾山台商店街が好き。

・学生の通学路らしく、真面目な商店街で、全部何時でも好き。

・秋や春。少し静かなとき。土日ののどかな時間帯。

■ 過去の店舗の回想（57.6%）

■ 商店街での経験（12.8%）

・小さな八百屋、食料品店、雑貨屋、金物屋、電気店等々多くの

   店が商店街に並んでいたが、今はほとんどみられない。現在のよ

   うに飲食店が多くない街。

・ツバメが飛んでいた。巣も作っていた。

・図書館をよく利用した。卓球をよくやった。

・大スーパーが無かったため、商店の人々と話す機会が多かった。

■ 過去の商店街空間（27.2%）

■ その他（2.4%）

・昔に比べて格段にきれいになった。街路樹は小さくなったが、

   石畳の路はとても良い。お店が代替わりしたせいか新しくおし

   ゃれな店が増えた。

・栄えてくれると嬉しいです。若い人の力でどんどん知名度を

   上げてほしい。

・今の方がきれいに保つといいと思う。商店街の人もそれなり

   に努力している。

■ 日常生活の一部（31.0%）

■ 利便性（20.7%）

■ 心理的好影響（19.5%）

■ アイデンティティ（10.3%）

● 楽しみ（6.3%）

・駅に行くまでの楽しい道のり

● 安らぎ（13.2%）

・外出から帰ってきた時にホッとします。

・小さい頃からよく行く。買い物に行ったり。

・身近で、欲しい物がある程度揃っていて便利

● 誇り・自慢（4.6%）

・九品仏、等々力、上野毛商店街等の中で、尾山台商店街が一番

   好きな雰囲気を持っており、住まいが尾山台ですので自慢した

   くなります。

● 尾山台らしさ（5.7%）

・「世田谷区らしさ」（豊かさ）を感じられる所

■ 存在価値（10.3%）
・生活の場・共生の場

■ その他（要望・現状）（7.5%）
・存続してほしいです

■ KHcoder により作成した品詞別抽出後リストから、住民に想起されている

     店舗を業種別に示した。

買回り品店

過去の店舗 (27)

金物屋 (5) 自転車屋 (2)

本屋 (5) 文房具屋 (3)

履物屋 (2) 釣り具屋 (1)

電化製品店 (1)

物販店 (1) 染物屋 (1)

スーパーマーケット (6)

現在の店舗 (7)

洋服屋 (1)

リサイクル屋 (1)

大型スーパー (5)

最寄品店

過去の店舗 (81)

八百屋 (15) 豆腐屋 (14)

魚屋 (12) 肉屋 (8)

漬け物屋 (5) パン屋 (3)

雑貨屋 (3) 果物屋 (3)

せんべい屋 (3) 酒屋 (2)

手芸屋 (2) 惣菜屋 (2)

和菓子屋 (2) 薬局 (1)

乾物 (1) 牛乳屋 (1)

食料品店 (1) 米屋 (1)

味噌屋 (1) 駄菓子屋 (1)

飲食店

現在の店舗 (4)

珈琲屋 (1) 飲食店 (3)

サービス店

過去の店舗 (4)

パチンコ (6)

ゲームセンター (4)

クリーニング (1)

現在の店舗 (2)

美容院 (2)

その他

過去の店舗 (4)

図書館 (1)

表 7.1 KJ 法による住民の意識の分類

9. 今後の課題　　　　  　　　　　　　　　    
　本研究では、指摘法実験を用いたアンケート調査に

よって近隣住民の商店に対する認識を把握することがで

きた。この手法は基本的に様々な商店街空間に適用が可

能であると思われる。したがって、他の商店街における

想起傾向の把握および比較が可能であろう。それらの比

較により、想起の傾向パターンの抽出およびそれぞれの

商店街固有の特性に着目した分析が可能になり、そこか

ら商店街の魅力に関する示唆が得られると考える。

 の指標を用いて分析した結果、各商店の店舗業種・営

 業年数による一定の想起傾向の違いがあることを明ら

 かにした。これによって、想起の多様性から見た尾山 

 台商栄会商店街の特性が示された。

・想起数、想起エントロピーと店舗立地との関係から、 

 店舗立地による想起傾向の違いはないことを明らかに 

 した。このことから、多様な想起は、商店街の入り口

 や角地などの特定の場所ではなく、商店街全体で起き

 ていることがわかった。

坪井ら 5) の研究で用いられている業種分類表を参照した。

分類 例示

買回り品店
百貨店、総合スーパー、総合衣料品店、婦人服、紳士服、子供服、呉服、靴・履物、鞄・袋物、
時計・眼鏡・貴金属、書類、文具、スポーツ用品、玩具、楽器、家具、電化製品、ディスカウント
ストア、リサイクルショップ、化粧品、インテリア・小物、健康用品、ペット関連、自転車・バイク

最寄品店
スーパーストア、総合食料品店、精肉店、鮮魚店、青果店、生花店、酒・調味料店、米・製麺
店、茶・乾物・コーヒー、菓子・和菓子・洋菓子、パン、持ち帰り弁当店、おにぎり・惣菜、台所用
品、雑貨店、薬局、コンビニエンスストア、牛乳、豆腐、タバコ

飲食店
食堂、料理専門店（寿司・うなぎ・中華等）、ファーストフード、そば・うどん・お好み焼き、軽食
（中華まん、たこ焼き）、喫茶店・カフェ、居酒屋、スナック

サービス店 美容院・理容室、クリーニング、カラオケ、整体・マッサージ、不動産

その他 銀行、病院、畳屋、鍵・印鑑・修理、学習塾、パソコン塾、図書館、ヨガ、事務所、コインランドリー


